
中
国
、
台
湾
、
そ
し
て
日
本
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
美
術
の
近
現
代
史

政
治
動
向
と
不
可
分
に
展
開
し
て
き
た
中
国
と
台
湾
の
20
世
紀

美
術
を
日
本
と
の
か
か
わ
り
も
交
え
て
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
東

ア
ジ
ア
の
近
現
代
美
術
史
に
新
た
な
視
点
を
も
た
ら
す
気
鋭
の

論
集
。
と
も
す
れ
ば
一
国
主
義
中
心
に
傾
き
が
ち
な
美
術
史
観

で
は
捉
え
き
れ
な
い
作
品
と
芸
術
家
の
活
動
に
つ
い
て
精
緻
に

検
証
す
る
。

移
ろ
う
前
衛

中
国
か
ら
台
湾
へ
の
絵
画
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
日
本

呉 

孟
晋
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授
）　

著

李仲生《コンポジション》1934 年頃／二科展絵はがき ( 部分 )



お取り扱いは

　
序
章
　
　
　「
移
ろ
う
」
／
「
映
ろ
う
」
絵
画

　
付
論
一
　
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
起
源

　
　
　
　
　
　
　―

日
本
的
「
前
衛
」
絵
画
に
い
た
る
ま
で―

第
一
部
　
広
東
・
上
海
・
東
京

　
第
一
章
　
　
中
国
絵
画
の
近
代
化
と
日
本

　
　
　
　
　
　
　―

方
人
定
の
日
本
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　《
後
園
図
》
を
め
ぐ
っ
て―

　
第
二
章
　
　
上
海
モ
ダ
ン
と
決
瀾
社

　
　
　
　
　
　
　―

倪
貽
徳
と
陽
太
陽
に
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
的
「
イ
ズ
ム
」
の
か
た
ち―

　
第
三
章
　
　
日
本
の
前
衛
画
壇
と
中
国
の
画
学
生
た
ち

　
　
　
　
　
　
　―

中
華
旅
日
作
家
十
人
展
覧
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
美
術
協
会
、
そ
し
て
中
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
立
美
術
協
会
へ―

　
第
四
章
　
　
中
華
独
立
美
術
協
会
の
「
超
現
実
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　―

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
重
訳
」
的
理
解
に
つ
い
て―

　
第
五
章
　
　
李
仲
生
の
「
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　―

二
科
展
第
九
室
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
的
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
葛
藤―

　
第
六
章
　
　
誌
上
の
展
覧
会
へ

　
　
　
　
　
　
　―

『
良
友
』
画
報
に
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
東
ゆ
か
り
の
画
家
た
ち―

　
付
論
二
　
　
東
京
、
上
海
、
広
東
、
台
北
を
つ
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　―

重
松
岩
吉
の
「
放
浪
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
磨
弥
吉
郎
の
「
支
援
」―

第
二
部
　
香
港
・
重
慶
・
台
北

　
第
七
章
　
　
日
本
的
「
超
現
実
主
義
」
の
対
決

　
　
　
　
　
　
　―

雑
誌Shanghai

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
港
の
抗
日
壁
画
に
つ
い
て―

　
第
八
章
　
　
中
国
的
「
前
衛
」
絵
画
の
再
構
築

　
　
　
　
　
　
　―

戦
時
期
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
独
立
美
術
展
覧
会
」
を
手
が
か
り
に―

　
第
九
章
　
　
前
衛
絵
画
に
お
け
る
「
個
人
」
と
「
国
家
」

　
　
　
　
　
　
　―

何
鉄
華
の
写
真
と
理
論
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
絵
画
に
つ
い
て―

　
付
論
三
　
　
筆
墨
に
よ
る
和
平
と
抗
戦

　
　
　
　
　
　
　―

蔣
兆
和
と
張
善
孖
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
米
宣
伝
の
水
墨
画
に
つ
い
て―

第
三
部
　
台
北

　
第
一
〇
章
　
五
月
画
会
と
東
方
画
会

　
　
　
　
　
　
　―

国
際
的
前
衛
絵
画
の
「
制
度
」
構
築―

　
第
一
一
章
　
中
国
的
抽
象
絵
画
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　―

現
代
絵
画
論
争
（
一
九
六
一
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
み
る
東
西
冷
戦
下
の
台
湾
「
水
墨
」
画―

　
第
一
二
章
　「
前
衛
画
家
」
を
演
じ
る

　
　
　
　
　
　
　―

李
仲
生
の
日
本
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
め
ぐ
っ
て―

　
第
一
三
章
　「
前
衛
」
芸
術
の
表
現
空
間

　
　
　
　
　
　
　―

《
ゴ
ド
ー
を
待
ち
な
が
ら
》
と

　
　
　
　
　
　
　
　
黄
華
成
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品―

　
第
一
四
章
　
戦
後
台
湾
美
術
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　―

李
仲
生
と
劉
文
潭
の
「
現
代
絵
画
」
論
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
九
七
九
〜
八
〇
）
を
め
ぐ
っ
て―

　
付
論
四
　
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
そ
の
後

　
　
　
　
　
　
　―

台
湾
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
「
記
憶
」
へ
の
介
入―

　
終
章
　
　
　
記
憶
の
な
か
の
「
前
衛
」
絵
画

東アジアをめぐる「前衛」芸術家たちの理想と現実
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